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アナログ同軸伝送方式の進歩�
Progress of analog transmission technologies

真空管からトランジスタへ�

長距離用：標準同軸ケーブル使用�

　

中・短距離市外用：細心同軸ケーブル適用�

無装架伝送方式�

広帯域伝送路研究（1951～1953）�
　多重端局試作実験�
　伝送周波数帯域：2.5MHz　486ch

C-4Ｍ方式（1956）�
　伝送周波数帯域：4MHz�
　通話路数：960ch�
　中継間隔：9km　�

C-6Ｍ方式（1960）�
　帯域：6MHz　�
　TV中継1ch用�
　もしくは1,380ch�
　中継間隔：9km

C-12Ｍ方式（1962）�
　帯域：12MHz 　�
　通話路数：2,700ch�
　もしくは（TV1ch＋1,200ch）�
　中継間隔：4.5km

Ｃ-60M方式（1973）�
　帯域：60MHz �
　通話路数：10,800ch�
　もしくはカラーTV6ch�
　中継間隔：1.5km

Ｐ-1Ｍ方式（1962）�
　伝送周波数帯域：1.3MHz�
　通話路数：300ch�
　中継間隔：4.5km�
�

ＣP-4M-Tr方式（1965）�
　帯域：4MHz�
　通話路数：960ch�
　中継間隔：4.5km�
　トランジスタ化�

ＣP-12M-Tr方式（1967）�
　帯域：12MHz�
　通話路数：2,700ch�
　中継間隔：4.5km�
　トランジスタ化　�

F-6方式（1939）�
　通話路数：6ch F-24方式（1956）�

　通話路数：24ch�
�

F-60方式（1958）�
　通話路数：60ch

アナログ同軸伝送方式の展開大容量化は大きな流れであるが、中継間隔も重要。�

容量が増えても中継間隔が短くなれば経済効果は小さくなる。敷設区間の需要を踏

まえて、効果的な方式を選択する。トランジスタ化の進行、テレビ中継への対応にも

注目。Ｃは標準同軸ケーブル用、Ｐは細心同軸ケーブル用、ＣＰは両用。�


